
別記様式第3号

南陽市公共下水道　汚水管渠工事（第１工区）

当初

南陽市　　蒲生田　　地内

齋藤建設株式会社

土木一式工事

18,480,000 円 （消費税及び地方消費税を含む。）

着工 令和7年8月8日

完成 令和8年1月15日

第１回変更

令和8年1月7日

20,158,600円 （消費税及び地方消費税を含む。）

完成 令和8年1月15日

付帯工について

・

・

変 更 契 約 の 調 書

工 事 名

工 事 場 所

請 負 業 者 名

工 事 種 別

工 事 概 要

契 約 金 額

工 期

変 更 年 月 日

契約金額（変更後）

工 期

変 更 理 由

市道部の舗装厚さについて当初設計ではｔ＝5ｃｍと計上していたが、既設舗装の切断を行った
結果、既設舗装の舗装厚が当初想定より厚いことが判明した。したがって、舗装版撤去につい
て下記のとおり変更し実施したい。

舗装本復旧範囲については、工事施工に先立ち道路管理者（建設課土木係）と立会を実施し
舗装の状況を確認した結果、下水道工事の影響によるクラックの観点、単車線である観点から
舗装復旧範囲を下記のとおり変更し実施したい。

◎舗装版撤去工　　　　　　　　　　　　         　【当初】　　　       【変更】
　　　舗装版切断（アスファルト舗装）　　        L＝370.0ｍ　 L＝210.0ｍ （L＝160.0 ｍ減工）
　　　舗装版破砕（舗装厚15ｃｍ）　　　　        V＝　 －㎡　 V＝77.0 ㎡ （V＝ 77.0 ㎡増工）
         　　　 　　 （舗装厚 7ｃｍ）　　　　         V＝  －㎡    V＝342.0 ㎡ （V＝342.0 ㎡増工）
　　　　　　　　　　（舗装厚 5ｃｍ）　　　　         V＝212.0㎡　 V＝  － ㎡ （V＝212.0 ㎡減工）
                      （舗装厚 3ｃｍ）                 V＝ 89.0㎡　 V＝116.0㎡ （V＝ 27.0 ㎡増工）
　　　殻運搬処理（Ａｓ殻運搬）片道5.5km     V＝13.0㎥　　V＝39.0㎥ （V＝　26.0㎥ 増工）
                     （建設廃棄物処分量）県南   V＝13.0㎥　　V＝39.0㎥ （V＝  26.0㎥ 増工）

◎舗装復旧工　　　　　　　　　　　　　        　【当初】　　　       【変更】
　　 下層路盤工（Ｔ＝20ｃｍ）　　　　　         A＝ 89.0㎡　  A＝ 77.0㎡（A＝ 12.0㎡減工）
　　 上層路盤工（Ｔ＝15ｃｍ）　　　　　　       A＝164.0㎡　 A＝ 77.0㎡（A＝ 87.0㎡減工）
　　 表  層　工
        市道歩道部（本復旧Ｔ＝3ｃｍ）　　    A＝   －㎡　   A＝ 40.0㎡（A＝ 40.0㎡増工）
    　  市道車道部（仮復旧Ｔ＝3ｃｍ）　　    A＝   －㎡　   A＝ 77.0㎡（A＝ 77.0㎡増工）
        市道車道部（本復旧Ｔ＝5ｃｍ）　　    A＝213.0㎡　 A＝415.0㎡（A＝202.0㎡増工）
　 　路　盤　工
　　 　不陸整正（補足材17㎜～21㎜）　　  　A＝   －㎡　   A＝280.0㎡（A＝280.0㎡増工）
　　　 路 盤 工（M-40　ｔ＝10ｃｍ）　　　       A＝   －㎡　   A＝ 63.0㎡（A＝ 63.0㎡増工）

汚水管渠工　　管路施設延長　L＝89.50ｍ　　開削工法



・

・

上記舗装本復旧範囲の変更により、舗装本復旧内に設置されている区画線工が消失すること
から、下記のとおり増工し実施したい。

◎区画線工　　　　　　　　　　　　　　　　【当初】　　　　　【変更】
　　区画線　実線　Ｗ＝15㎝　　　　　Ｌ＝90.0ｍ　　　　Ｌ＝140.0ｍ　（Ｌ＝50.0ｍ増工）
　　停止線　実線　Ｗ＝45㎝　　　　　Ｌ＝  －ｍ　　　　Ｌ＝  1.0ｍ　（Ｌ＝ 1.0ｍ増工）
  　文字　　れ　　　　　　　　　　　　　　Ｌ＝  －ｍ　　　　Ｌ＝  6.0ｍ　（Ｌ＝ 6.0ｍ増工）

本工事に伴い施工範囲内の歩車道境界ブロックについて、当初設計では撤去再設置を計上し
ていなかったが、下水道管の施工及び埋戻し、転圧作業を行うためには、既設歩車道ブロック
の一時撤去が必要であるため、下記のとおり変更し実施したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【当初】　　　【変更】
　歩車道境界ブロック（撤去再設置）　　Ｌ＝ －ｍ　　Ｌ＝  7.4ｍ　（Ｌ＝ 7.4ｍ増工）
  歩車道境界ブロック（撤去新設）　　 　Ｌ＝ －ｍ　　Ｌ＝  1.0ｍ　（Ｌ＝ 1.0ｍ増工）

その他、現地に適合した軽微な変更を実施したい。


